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 要　　旨
　流れ問題において，非圧縮性粘性流れの場合の基礎方程式は運動方程式と連続式からなる 
Navier-Stokes方程式で表される．本研究では，標準的な流れ問題であるキャビティ・フロー問
題（三方を固定壁に囲まれて上側の移動粘着壁面を一定速度で動かすことにより領域内の流体が
対流を起こす問題）を考える．運動方程式と連続式に対する解法として直接法によるSUPG/PSPG 
法（Streamline Upwind Petrov-Galerkin/Pressure Stabilizing Petrov-Galerkin method）に
基づく安定化有限要素法を適用して離散化をし，数値シミュレーションを行う．流速はキャビテ
ィーの角（カド）の境界上で不連続であるため，流速が特異性を持つので，それを適切に扱うこ
とでキャビティーの角（カド）における流れの特性を調べる．
　研究成果としては，特異点を考慮した SUPG/PSPG 法と特異点を考慮しない SUPG/PSPG 法の C 
言語によるプログラムを作成した．領域 (-0.5≦x i≦0.5, i=1, 2) を対象として，空間メッシ
ュ分割には 8×8 の場合と 16×16 の場合について均等な正方形分割から得られるフリードリッ
クス・ケラー型三角形分割で行なった．時間増分 0.01，計算ステップ数 100 として，Reynolds 
数を 10 の場合と 100 の場合について特異点を考慮した方法と特異点を考慮しない方法の数値
実験を行なった．本研究では離散化によって得られた連立 1 次方程式はガウスの消去法を用い
た．
　特異点を考慮した方法と特異点を考慮しない方法を比較すると空間メッシュ分割 8×8 の 
Reynolds 数が 10，100 の場合と空間メッシュ分割 16×16 の Reynolds 数が 10, 100 の場合
すべてに渦が 1 つでき，対流を起こしていることがわかった．また，Reynolds 数が 10 の場合
の流速については，大きさに違いがあり，境界付近では流れの方向も違いが出た．Reynolds 数
が 100 の場合の流速については，大きさと流れの方向に違いが出た．
　100 ステップまでの計算時間を計ると Reynolds 数にはどちらとも依存しないことがわかり，
分割数を上げると計算時間もかかってしまうことがわかった．
　
　
